
　『浅羽風土記』の著者として知られる郷土史家。明治２２年（１８８9）７月２１日松原生まれ、明

治４４年静岡県師範学校本科を卒業、笠西小学校（袋井西小学校）に奉職、ついで大正１１年

（１９２２）４月に見付第二尋常高等小学校（現在の磐田北小学校）、そして大正１２年４月東浅羽

尋常高等小学校校長になった。３４歳であった。大正１２年２月袋井商業高校ができると、１３年

８月に理科教員に要請された。それから１４年後の昭和１３年（１９３８）に４８歳で退職した。昭和

１２年（１９３７）『郷土雑筆白羽草』を出版した。限定１５０部で非売品。知友や同好者に頒布し

た。いまや貴重な郷土研究書である。退職後は郷土史研究ひとすじの日々であったと思われ

るが、それは太平洋戦争の激化と戦後の混乱・耐乏生活の中であった。昭和２５年『磐田市誌』

の編纂がはじまるとさっそく執筆委員を委嘱された。上下２巻、１４００頁に及ぶ大作の刊行を

終えたのは６年後の昭和３１年であった。昭和３２年（１９５７）、６８歳の時に著名な郷土誌『浅羽

風土記』が出版された。また、昭和３５年には『遠江資料集』を上梓した。まさに、浅羽地域の郷

土史研究の先駆者であった。これ以外にも、地元の郷土史の研究会でも指導的立場に推さ

れ、各機関誌へもたびたび投稿しており、今わかるものだけでも３０余篇にのぼっている。昭

和３７年（１９６２）４月１日病没、７３歳であった。　　　　　　　　　　　　（原文　柴田静夫）
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